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2021年１月RCCは報道センター内に新たに
「RCCウェザーセンター」を開設します。
RCC専属の4人の気象予報士が常駐し、
より地域に密着した天気予報を発信します。
荒天時や災害発生時にはテレビやラジオ、
インターネットなど様々な媒体を通じて
本当に必要な情報を伝え、広島の防災や
減災につなげていきます。
特徴① RCC独自の「きめ細かい予報」を発信
RCCでは気象庁から独自の天気予報を発信できる「予報業務許可」を取得しています。
専属の予報士が広島の地域特性を考慮しつつ様々な気象データを解析。予報個所を大幅に増やし
た県内24地点のポイント予報や1日の気温や雨量の変化が一目で分かるRCC独自の予報を発信。
従来より詳しくしたRCCオリジナルの天気マークも使い細かい情報をお伝えします。また、カー
プファンのご期待に応えて試合中の天気が分かる「カープ天気」を実施する予定です。

特徴② 防災・減災につながる情報を発信
RCCの気象予報士の中には報道記者の経験者、そして現役の記者もいます。西日本豪雨（2018）
や広島土砂災害（2014）をはじめ過去に広島で起きたいくつもの気象災害を取材しているほか、
県外で起きた大規模な気象災害の際もニュースの応援にあたりました。
この経験を活かして天気コーナーだけでなく、ニュース企画や特別番組の制作にあたり、RCC独
自の視点で広島の防災・減災について考えていきます。

特徴③ 視聴者との双方向性
現在、朝の情報番組「あさチャン」で展開している天気コーナー
「おしえ天気」を「イマナマ！」でも展開します。視聴者のみなさ
んが知りたいピンポイントの天気についてどんどんお答えします。

RCC ウェザーセンター開設

10年後、広島が今よりもさらに魅力ある街になるために、
いまできることを
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